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Summary

In this paper we propose Web-based communication environment called ”Community Web Platform”.
Our platform provides an easy way to exchange personal knowledge among people with lightweight metadata
such like RSS and FOAF. We investigate the nature of ”personal trustness” on the environment since it is
one and only measure for evaluating subjective information and knowledge. We also discuss how to develop
and maintain Community Web applications from our exrerience.

1. は じ め に

1989年に誕生して以来，Webの規模は拡大の一途を
辿っている．初期のWebは研究者間の情報共有ツールと
して用いられていたが，ユーザ数が増加するにつれ，ア
カデミック分野の情報のみならず，個人の興味などに関
する情報が続々と公開され，検索エンジンやポータルサ
イトと組み合わせることで多くの情報を容易に得られる

環境が構築されてきた．この結果，Webは巨大な辞書と
呼べるほどの情報量を誇るまでになった．

一方，Webにアクセスするユーザが増加するにつれ，
Webがコミュニケーションの基盤として機能するように
なっている [Shneiderman 02]．人々は，現実生活におけ
る友人あるいは知人とのコミュニケーションを補完する
ために，Webを会話や議論，あるいはコラボレーション
の場として利用している．

近年のWeb技術の中で発展が著しいのは，このコミュ
ニケーション基盤に関するものである．従来から存在し

たオンライン掲示板（BBS）に加え，Wiki やWeblog
（Blogあるいはブログとも称す），ソーシャルネットワー
クキングサービス（SNS）など，新たなコミュニケーショ
ンのチャンネルが増加しつつある [Aimeur 03]．

このような状況の中で，情報を発信し，受信する個人

の存在がクローズアップされている．コミュニケーショ

ン基盤としてのWebでは，流通する情報の信頼性を担
保するために，その情報が誰のものであるかを明確にす
る必要がある．そこで，個人のアイデンティティの表出，

記名性が求められる．

本研究では，個人の存在がWeb上に表出され，そう
いった個人間でのコミュニケーションがなされている場
を「Community Webプラットフォーム」と定義し，プ
ラットフォームの構築や，プラットフォーム上での情報
流通の支援のあり方について考察する．

2. コミュニケーション基盤としてのWeb

2・1 コミュニケーション様式の変化

インターネットの黎明期から存在したUsenetや，BBS
などのサービスでは，特定の話題に関する参加者同士の
議論がサポートされ，その経過をインターネット上に公
開状態にすることで，多くの人々が詳細な情報を得るこ
とを可能にした．これらのサービスは，議論の場に参加
者が集まるモデルとなっており，そこで生み出されたコ
ンテンツはすべて場に集約され，場の管理者によって所

有されることになる．

一方で，近年急速に普及が進んでいるWeblogは，個々
のユーザがそれぞれのWebサイトを持ち，サイト内のコ
ンテンツは個人用コンテンツ管理システム（CMS）によっ
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て維持管理されるモデルとなっている [Ohmukai 04c]．
Weblogユーザ間での議論は，自身のサイトにコンテン
ツを掲示し，相手サイトの該当コンテンツに対してリン
クあるいはトラックバックを張ることで行われる．この
モデルでは，ユーザが生み出したコンテンツの所有権は
すべてそのユーザが持つことが明確になっている．
また，SNSではシステム管理はサービスの提供者が行
うが，参加者のそれぞれはシステム内に自身が管理する
ページを持ち，コンテンツの所有権は参加者にあること
が明示化されている [武田 04a]．多くの SNSでは BBS
に類似した議論の仕組みが用意されているが，個々の書
き込みは各参加者のページにリンクされるため，コンテ
ンツの記名性が確保されている．

このように，個人化されたコンテンツと，リンクによっ
て行われる情報のやりとりによって，議論の場であるコ
ミュニティは実体としてWeb上に存在するのではなく，
状況に応じて個人間で構成されるネットワークとして観
察されるようになった．本研究において，コミュニティ
とはこのネットワークを指すこととする．

2・2 メタデータの普及

CMSを利用したWebコンテンツの作成が一般化する
につれ，コンテンツに付与されるメタデータが注目され
ている．代表的なメタデータである RSSは，Webサイ
ト内に含まれるコンテンツのリンクや更新時間，概要を
XMLあるいはRDFで記述するためのフォーマットであ
る [Hammersley 03]．各サイトから配信された RSSは，
RSSリーダーあるいは RSSアグリゲータと呼ばれるソ
フトウェアを用いて自動的に収集し，一括表示を行うこ
とができる．これにより，ユーザは多くのWebサイトを
短時間で閲覧することが可能になる．
メタデータの応用としては，個人とその友人関係を

RDFによって表現するためのフォーマットであるFOAF
がある [Brickley 04]．一部のWeblogでは，ユーザのプ
ロフィールを記述するために FOAFが採用されている．

2・3 フォークソノミー

上に述べたWebにおけるコミュニケーション様式の変
化と，メタデータの普及が融合した事例として，フォー
クソノミーあるいはソーシャルタギングと呼ばれる技術
が生まれた．フォークソノミーとは，多くの人々によっ
て協調的に作られる語彙体系を意味する [Mathes 04]．
フォークソノミーを実現しているオンラインブックマー

クサービスでは，ユーザがWebコンテンツのブックマー
クを作成する際に，タグと呼ばれるキーワードを自由文
で入力することができる．ブックマークはタグごとに整
理され，表示される．タグはブックマークサービスを横
断的に検索する際のクエリーとしても機能し，同じテー
マで他人が作成したブックマークを閲覧することができ

る．1つのコンテンツに対して複数のタグを設定すること

も可能であり，タグの共起性を利用して形成される単語

のネットワークは新たなコンテンツの推薦に利用される．

3. Community Webプラットフォーム

3・1 Community Webモデル

これまでに述べてきたように，Weblogや SNS など，
現状のWebにおいて個人間のコミュニケーション支援機
能が重要視されている．本研究では，Webのこの側面を
強調するため，Community Webという造語を用い，こ
の Community Web環境における個人の活動のモデル
化およびその支援を目指す．

Community Webでは，各ユーザの存在とともに，実
世界においてユーザ自身を取り巻いている友人関係ない
し知人関係が明示化される．本研究では，このように明

示化された人間関係をパーソナルネットワークと呼ぶ．
また，Community Webにおけるコミュニケーションと
は，このパーソナルネットワーク上で情報が移動するこ
とであると定義できる．パーソナルネットワーク上の知
人から情報を収集することや，知人に向けて新たな情報
を発信するといった情報流通に関する活動は，コミュニ

ケーションの一環であると言える．

これをふまえ，本研究では，情報とコミュニケーショ

ン，あるいはパーソナルネットワークの関係を明確にす
るための「Community Webモデル」を提案する．概念
図を図 1に示す．

第 1の層は情報の扱いに関する 3種の要素があり，そ
れぞれ”Collect”，”Create”，”Donate”とする．これは
ユーザを中心とした視点から見た情報のライフサイクル
である．情報はユーザによって収集（Collect）され，そ
れらの情報に基づいて新しい情報が創造（Create）され
る．そして新しい情報は社会に提供（Donate）される．
これらのプロセスはループをなしており，Donateされ
た結果は次の情報のライフサイクルの Collectに接続さ
れる．

第2の層はコミュニケーションの扱いに関する”Relate”，”Col-
laborate”，”Present”の 3種の要素である．これはユー
ザ中心のコミュニケーションプロセスであるといえる．あ
る人物が他の人々との関係を得て，新しい情報を生み出

すために協調する．そして彼ら自身が新たな情報源とし
て社会に対しその存在を表明する．それぞれのプロセス
は，第 1層における各プロセスと 1対 1対応しているも
のと考えられる．

情報流通およびコミュニケーションのプロセスは，上
記の 6種のカテゴリによって表現される．これらの活動
を支援するにあたっては，対象となる問題がどのカテゴ
リにあてはまるのかを分析し，その結果をもとにシステ

ムの設計を行う必要がある．
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図 1 Community Web モデル

3・2 Community Webプラットフォームの目的

本研究では，Community Web環境において，個人の
情報流通活動を支援し，活性化するための方法論につい
て検討を行う．

先に述べたように，Web上の個人は，情報の受信者と
しての側面と，情報の発信者としての側面とを持ってい
る．受信者の立場から見ると，現在のWebは情報過多
状況にあり，目的の情報を得ることが極めて難しくなっ
ている．また，発信者からの立場からは，発信する情報
がより多くの人々に届くことが望ましいが，情報を伝え
るべき対象に適切に伝わらない事態が生じている．

これらを回避するためには，パーソナルネットワーク
上の個人同士で直接的なコミュニケーションを行うこと

が望ましい．これをWeb上で実現するにあたっては，以
下に示す 3つの課題が存在すると考えられる．

•情報流通基盤の構築
現状のWebサイトやWeblogサイトには，パー

ソナルネットワークの要素が存在しないため，これ
を付加して情報流通基盤を確立する必要がある．そ

のためには各サイトの管理者の協力が不可欠である
が，これを実現するには管理者に対するメリットや
インセンティブを設計し，提示することが望ましい．

•コミュニケーション対象の選択
パーソナルネットワーク上のユーザの中で，誰か

ら情報を得るか，あるいは誰に対して情報を発信す
るかを選択することは極めて重要である．とくに，コ

ミュニケーションの対象を直接の知人関係以外から
探す場合に，これを支援する必要がある．

•個人に対する信頼性の評価
Community Webにおいては，情報の信頼性は内

容そのものに起因するのではなく，それを作成し，発
信した個人から得られることになる．そこで，個人

に対する信頼性を定義し，評価することが必要とな
る．これを定量的かつ客観的な指標として実現する
ことは極めて困難であるが，各個人が個別に判断す
る際の参考情報を提示することを目標としたい．

4. これまでの研究成果

前章で述べた課題に対して，筆者らはいくつかの研究を
行い，一定の成果を挙げた．以下に成果の概要を述べる．

4・1 Semblogプラットフォーム

Weblogはサイトの管理者であるユーザが作成したコ
ンテンツの配信に適したメディアであるが，これにパー
ソナルネットワークを統合することで，コミュニケーショ
ンの円滑化や，それに伴う情報の洗練が可能になると思
われる．

大向らは，Community Webに必須となるパーソナル
ネットワークと情報流通基盤との統合を，Weblogとメタ
データによって実現する「Semblogプラットフォーム」を
提案している [Ohmukai 04d]．Semblogプラットフォー
ムでは，Weblogによる情報流通基盤を，メタデータ層，
メタデータ管理層，メタデータ集約層，アプリケーショ
ン層の 4層構造として定義し，それぞれの層に対して拡
張を行った．

第 1のメタデータ層では，コンテンツを表現するRSS
に対して，トラックバック情報を記載するなど，Weblog
に適した拡張を施したうえで，パーソナルネットワーク
を表現する FOAFを接続し，コンテンツの所有者に関
する情報を明示化した．次に，第 2のメタデータ管理層
では第 1層の拡張メタデータを効率的に管理するための
CMSの提案と，FOAFによるパーソナルネットワークを
容易に拡張するための FOAF TrackBackの実装を行っ
た．メタデータ集約層では，メタデータの編集や再利用
を可能にした 2種の RSS アグリゲータを提案し，それ
ぞれについて実装を行った．

個人間の情報交換においては，各人の持つすべての情
報を対象とするのではなく，興味や必要性に応じて部分
的な配信および受信を行うことが望ましい．本研究では
これを実現するために，RSS・FOAFならびにRDFSを
用いて既存のWeblogツールとの相互運用性を確保しな
がら個人の知識体系を表現するパーソナルオントロジー
フレームワークを提案した．パーソナルオントロジーの
概念図を図 2に示す．また，パーソナルオントロジーを
用いて複数人での効果的な情報流通を実現するためのア
プリケーションとして，Community-based Folksonomy
の提案を行った [Ohmukai 05]．

2004 年度人工知能学会全国大会では，実証実験とし
て，大会参加者のWeblogサイトの情報を集約し，一覧
表示や発表ごとに分類して表示する，Weblog情報支援
サービスを運営した．その結果，クローズドな情報支援
サービスとは異なる情報流通形態を実現したことが確認

された．
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図 2 Personal Ontology Framework

4・2 Webからの人間関係の抽出

松尾らは，特定のコミュニティにおけるパーソナルネッ
トワークの構造を，Web上の情報から自動的に抽出する
手法を提案している [松尾 05]．この手法では，検索エン
ジンを用いてコミュニティに所属する任意の 2名の氏名
がWebページ上でどれだけ共起するかを計測し，関係の
強さとして定義するとともに，得られたWebページの
内容を解析し，機械学習によって人間関係の種類を判別

している．パーソナルネットワークのスナップショット
を図 3に示す．

2005年度人工知能学会全国大会支援サービスでは，こ
の手法から得られたパーソナルネットワークを利用して，
任意の 2名の研究者間の人間関係を表示する機能を実装
した．これにより，サービスが単なる研究者検索に留ま

らず，コミュニケーションの起点になることが期待され
る．スナップショットを図 4に示す．
この手法を用いることで，直接の知人関係だけでは得
られないパーソナルネットワーク全体の構造を知ること
が可能になる．また，人間関係の種類や個人間の興味の
類似を知ることができるため，Community Webにおけ
るコミュニケーション対象の選択に役立てることが可能

であると思われる．

図 3 Personal Network from the Web

4・3 議論における発言者のプロファイリング

先に述べたように，コンテンツの信頼性はそれを生み

出した個人の信頼性によって担保されるが，Webにおい

図 4 Shortest Path between Two Researchers

ては個人の信頼性を計量するための手がかりがなく，コ
ンテンツからそれを行う必要がある．

松村らは，BBSなどのオンラインコミュニティにおい
て，議論の履歴を分析し，発言者の発言内容がその後の
議論にどのように影響を与えたかによって発言者のプロ
ファイリングを行う手法を提案している [松村 03]．この
手法では，発言者間の時系列的関係やキーワードの伝搬
関係を利用して，各発言者の特性や議論自体のテーマの

抽出を実現している．

この手法はBBSを対象として適用されているが，Com-
munity Web環境においても，各コンテンツの所有者が
明確であり，かつそれらのコンテンツには更新情報など
のメタデータが付加されていることから，同等の分析が
可能であると思われる．

4・4 パーソナルネットワーク上の情報流通

パーソナルネットワーク上ではさまざまな情報が流通
するものと思われるが，中には特定の個人ないしコミュ
ニティ以外に配信すべきではないものが含まれるため，
情報のコントロールは極めて重要である．しかしながら，
個人が扱う情報の量が増加するとともに，コントロール
のためのコストが飛躍的に上昇するため，能動的なコン

トロール手法を適用することは難しい．

そこで，大向らは，パーソナルネットワークの分析結

果からコミュニティを特定し，適切なコミュニティにのみ
情報を配信する手法を提案した [大向 04b]．この手法で
は，対象問題を個人のタスク管理およびスケジューリン
グに限定し，共同作業の履歴からパーソナルネットワー
クの構築および分析を自動的に行い，個人の持つ各タス
クの配信先を決定する．

パーソナルネットワークの自動構築手法については対
象とする問題あるいはコンテンツの内容によって異なる
が，構築後のネットワーク分析や情報コントロールにつ

いては共通化が期待できる．
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5. Community Webプラットフォームの目
標

これまでに述べてきたように，Community Web プ
ラットフォームは，Weblogや SNSに見られる個人性の
表出とパーソナルネットワークによる人間関係の明示化
をメタデータによって実現するというアーキテクチャで

ある．そして，このプラットフォームの目的は，情報や知
識をそれらが所属するコミュニティに関連づけることで
ある．価値観が多様化する現代社会では，情報や知識が
持つ重要性，あるいは価値基準は，万人に適用できるも
のではない．そこで，情報の価値を，それを生み出した
コミュニティ単位あるいはさらに微細化された単位であ

る人間関係において担保することで，有用な情報をパー
ソナルネットワークを通じて得ることが可能になると期
待される．

現代における情報あるいは知識の共有は，こういった
コミュニティや人間関係をまたいだ形で行われる．2章
で述べたフォークソノミーは，各個人がそれぞれの視点
からコンテンツに対してメタデータを付与するものであ
るが，そのメタデータが誰によって付加されたものかが
明示され，共有されることにより，個人間，コミュニティ

間の差異が明確になり，相互の知識のマッピングが起こ
るきっかけになり得る．コミュニティごとに分散管理さ
れた知識体系を，多様性を保持したままで再統合するこ
とが可能になれば，これまでセマンティックWebの分野
で取り組まれてきた大規模なオントロジーの構築につな
がると期待される．

しかしながら，Community Webプラットフォームを
実現するにあたっての障壁は数多い．障壁の例としては，
個人単位で情報の流通を行う際に生じやすいプライバシー

の侵害に対する制御やセキュリティの確保といった社会
的な問題が挙げられる [大向 04b]．これについては，パー
ソナルネットワークの開示の可否やなりすましの防止と
いった基盤の問題と，Community Webプラットフォー
ムにおける情報の制御や評価の問題に分割し，それぞれ
において要素技術の開発を進める必要がある．また，認
知的な観点からは，フィードバックの問題も重大な障壁

として考えることができる．フィードバックが情報共有
あるいは情報流通に貢献していることをユーザに感じさ
せることは極めて難しい．

このような問題に対しては，モデルの構築だけではな
く，数千から数万のユーザが利用する大規模な実サービ
スの運用や分析を通じて得られた知見に基づき，システ
ムの設計を行うことが必要であると思われる．本研究で
は，近未来チャレンジにおける目標として，これらの一
連のプロセスを 5年程度の期間をかけて取り組む予定で
ある．

6. お わ り に

近年普及が進んでいるWeblog や SNS は，個人の存
在をWeb上に表出させ，そういった個人間のコミュニ
ケーションを活性化させる働きを持っている．同時に，
RSSや FOAFといったメタデータの流通によって，ソ
フトウェアによる情報の集約や検索，編集が容易になっ
た．そこで，本研究では，Webを個人の日常的なコミュ
ニケーションやコミュニティ活動の場として捉え，この

機能を有効に支援するための技術的要件および実現可能
性について議論を行った．今後の課題としては，Webに
おけるコミュニケーションの様式およびそれを支える技
術の変化の中で，ユーザの行動に与える影響に関する考
察や，変化の方向性についての議論が挙げられる．
また，技術的には，セマンティックWebの分野で議論
されてきた情報の信頼性に関する問題や，オンラインコ
ミュニケーションの基盤となる意味体系の整備，情報の
伝搬範囲のコントロールなどの課題を，コミュニティの成
員が日常的に行うローカルな情報の組織化によって解決
することが必要となる．これらが満足されることで，従
来のトップダウン型およびボトムアップ型の情報処理パ
ラダイムとは異なる情報流通形態の実現が期待される．
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